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イチゴ「やよいひめ」の炭酸ガス施用効果 

県育成イチゴ品種「やよいひめ」 

現在、イチゴ、トマト、キュウリなどの野菜産地では環境制御技術や環境測定装置

を駆使した収量増加の取り組みが急速に進んでいます。このことから、農業技術セン

ターでは、炭酸ガス施用がイチゴ「やよいひめ」の収量、品質に及ぼす影響を調査し

ました。その結果、ハウス内の炭酸ガス濃度を 600ppm 程度に維持すると、収量が多

くなり、収益が増加することがわかりました。〈関連記事⇒１ページ〉 
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イチゴ「やよいひめ」の炭酸ガス施用効果を解明 

イチゴの炭酸ガスの利用については、近年、ハ

ウス換気の有無にかかわらず、外気と同程度の濃

度（400ppm）を維持する方法が産地で導入されて

います。農業技術センターでは、炭酸ガス自動制

御器の設定値を 400ppm と 600ppm とし、収量、

品質に及ぼす影響を調査しました。その結果、炭

酸ガス濃度を 600ppm 程度に維持すると、１株あ

たりの果数、平均１果重が増加し、無施用と比べ

て 14～29％、400ppm では５～10％増収すること

を明らかにしました(図１)。この時、１～２月の

無施用区の日中ハウス内炭酸ガス濃度は、外気よ

り 50ppm 程度低濃度で推移していました(図２)。 

炭酸ガス施用は、液化炭酸ガスを用いた生ガス

方式、LP ガスを用いた燃焼ガス方式の２通りで

行いました。生ガス方式は、イチゴ株間に多孔質

チューブを配置し、株元に液化炭酸ガスを供給し

ました。燃焼ガス方式は、LP ガスを燃焼し、発生

した炭酸ガスを供給しました。両方式ともに施用

期間は 12 月上旬～４月上旬、施用時間はおおむ

ね日の出～日の入りまでとしました。その結果、

炭酸ガス施用すると、光合成が促進され、１株当

たりの収穫果数が多くなり、平均１果重が増える

ことで増収しました。果実糖度は、炭酸ガス施用

の有無にかかわらず、ほぼ同水準で推移しました。 

増収金額から燃料費、機器設置費用を差し引い

た 10a あたりの試算収支額は、両方式ともにプラ

スとなり、最も効果の高かった 600ppm の生ガス

方式では 46 万円の収益増となりました。 

---------------------------------------野菜第三係 

研究成果 

１ 

図１ 炭酸ガス施用と月別の 10a あたり収量(t)  
   （H30 の 400ppm のみ燃焼ガス方式。それ以外は

全て生ガス方式） 

図２ 時期別ハウス内炭酸ガス濃度の推移(平成 28 年度) 

 



 

 

キャベツ、こんにゃく加工品の商品化の取り組み 

加工・分析係では、本県の基幹作物のキャベツ

及びこんにゃくについて、６次産業化を推進する

ための新商品の開発を目指しています。 

キャベツではこれまでに新たな加工品として

キャベツ酢を開発・商品化してきました。現在は

ドイツのキャベツ加工品で有名なザワークラウ

トを本県産キャベツで商品化するため、ザワーク

ラウトに適した品種や乳酸菌の選定に取り組ん

でいます。こんにゃくではセラミドや食物繊維に

注目するとともに、こんにゃくの匂いを抑制した

加工技術の開発に取り組んでいます。開発した加

工技術や試作品は、県内の加工業者や農村女性起

業に情報提供し、商品化を進めます。 

-----------------------------------分析・加工係

 

施設キュウリの高収量ほ場に適した施肥量の研究

 近年、野菜生産の現場では施設内の栽培環境を

制御する機器やモニタリング装置を利用した高

度な栽培技術により、従来の 1.5 倍以上の収量を

生産する農家もみられるようになりました。収量

の増加によりほ場から持ち出される土壌養分の

量が増えて、これを適切に補う必要がありますが、

どのように肥料を与えたらよいかわかっていま

せん。 

そこで、収量に見合った適切な施肥量を明らか

にするため、キュウリの養分吸収量と土壌養分の

状態を調査しています。また、土壌水分の影響も

大きいことから、かん水量も合わせて検討してい

ます。 

-------------野菜第三係、東部地域研究センター、

環境安全係、土壌保全係

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究紹介 

環境制御（細霧処理）の様子 

土壌採取 

商品化されたキャベツ酢 

こんにゃくセラミドのクリームデザート 
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病害虫発生予察のための実態調査

発生予察係の主たる業務は、国の植物防疫法に

基づき、イネ、ムギ、ダイズ、リンゴ、ナシ、ト

マト、キュウリ、ナス、イチゴ、キャベツ、レタ

ス、ネギの 12 品目について翌月の病害虫の発生

状況を予報することです。定点調査、トラップ調

査及び普及指導員と地域の病害虫防除員（JA）か

らの情報収集等により病害虫の発生実態を把握

し、気象予報も加味し翌月の病害虫の発生状況予

報を公表しています。また、予報の精度向上のた

め、イネ縞葉枯病の発生と本病のウイルスを媒介

するヒメトビウンカの保毒虫率の関係を調査し

ています。この他、ミバエ類等、国内、県内で未

発生の病害虫の侵入警戒調査を行うほか、県内で

新たな病害虫が発生した際には、発生状況調査を

実施しています。--------------------発生予察係

 

 

 

 

 

 

 

リンゴ新品種育成の取り組み

中山間地園芸研究センターは、これまでに「陽

光」や「ぐんま名月」をはじめとする 8 品種のリ

ンゴを育成しました。これらは県内外の産地で活

用され、観光果樹園を主体とする本県では県育成

品種が 41%を占め、リンゴ産地を支えています。 

近年は、平成 28 年に「紅鶴」を品種登録しまし

た。「紅鶴」は、「あかぎ」と「陽光」の端境期の

10 月中旬に収穫できる優れた品種として普及が

進んでいます。本年 10 月には関係機関と連携し

て、「紅鶴」の高品質安定生産に向けた取り組みと

して栽培管理研修会を開催しました。 

現在、当センターは 9 月中下旬のシルバーウイ

ーク期間に収穫できる品種育成を目標として選

抜に取り組んでいるところで、産地からの期待が

高まっています。---中山間地園芸研究センター 
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研究紹介 

チャバネアオカメムシのトラップ 

 

新品種「紅鶴」 

「紅鶴」栽培管理研修会の様子 

県内７地点に設置して果樹カメムシの

発生状況をモニタリングしています（バケ

ツの中の水にカメムシが浮いています）。

発生予察係では 13 害虫について、県内

40 地点でトラップ調査を行っています。 
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コンニャク培土同時複合作業機の導入が進んでいます 

 群馬県西部地区のコンニャクの施肥体系は、従

来植え付け前と培土時に分けて施肥する方法で

したが、経営規模拡大に伴い培土時施肥を省略し

植え付け前の全量基肥体系が増加しつつありま

す。しかし、「あかぎおおだま」に比べて生育後半

の肥大性が高い「みやままさり」の作付けが増え

ていることや豪雨などによる肥料の流亡から、全

量基肥では減収となる場合があり、培土時の省力

的な施肥技術が求められていました。そこで、乗

用で培土、肥料・薬剤散布、麦播種作業を同時に

行える作業機を開発しました。本作

業機は人力と歩行型機械による慣行

作業に比べて延べ作業時間を約 7 割

低減できます。本作業機は平成 30 年

に製品化され県西部地区を中心に導

入が進んでいます。-----機械施設係 

 

 

 

 

果樹の「樹体ジョイント仕立て法」が導入されました

県内スモモ産地では高樹齢化が進み多くの園

で生産性の低下がみられ、改植の必要性が高まっ

ています。しかし、改植は収量回復に長い年月が

かかるため進んでいない状況です。そこで、神奈

川県が開発したナシの樹体ジョイント仕立て栽

培を応用し、スモモの樹体ジョイント仕立て栽培

のための育苗技術、骨格枝の早期確立による省力

化について検討しました。 

本仕立て栽培は、優良側枝が確保できるため早

期多収が可能で、側枝を一定方向に配置するため

樹形が直線的となり、人工受粉やせん定等の管理

作業時間を慣行の二本主枝栽培より 27％短縮で

きることがわかりました。 

現在、県内のスモモ農家 6 戸が本仕立て法によ

る栽培に取り組んでいます。------------果樹係 

麦 肥料

種いも

マーカー麦

畦間

図3 開発機の散布装置模式図

畦間

薬剤薬剤

各散布機のホッパ容量
肥料散布機 70Ｌ
薬剤散布機 15Ｌ
麦播種機 15Ｌ

４ 

農業技術センターが開発した作業機 

成果の普及 

開発機の散布装置模式図 

スモモの「樹体ジョイント仕立て」 



 

県育成品種ヤマトイモ「ぐんまとろりん」が好評です

ヤマトイモは千葉県と作付面積１位を競う、本

県を代表する特産物です。本県では太田・伊勢崎

地域を中心に作付けされていますが、用いられて

いる種芋の系統は各農家により異なっています。

千葉県産は太く短い特徴があるのに対し、群馬県

産は形状が「平」、「ばち」、「棒」など様々である

ことから、本県産の特徴がはっきりしないことが

販売上不利とされています。そこで、実需者ニー

ズに沿った調理や加工がしやすい「棒」形状の割

合が高い新品種を育成しました。 

「ぐんまとろりん」は、「棒」形状と「ばち」形

状が合わせて約 95％を占め、形状の乱れが少なく、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

揃いが良い品種です。現在、県内のヤマトイモ栽

培面積の約１割の 32 ヘクタールで栽培されてい

ます。--------------------------------野菜第一係

 

 

アジサイ斑点細菌病の防除方法が普及しています

近年、県内の鉢物アジサイ生産において、加温

後に葉枯れや斑点を生じるアジサイ斑点細菌病

が発生し問題となっています。本病は鉢上げ後、

育苗時に罹病します。特に夏から秋にかけて屋外

で管理することで罹病する可能性が高くなりま

す。その後加温して葉が展開すると発病が確認さ

れます。 

このため、本病に対して効果が期待できる有機

銅水和剤の防除効果を検討しました。その結果、

有機銅水和剤 500 倍（商

品名：キノンドーフロア

ブル）を９月中旬からを

目安に約２週間間隔で３

回、予防的に散布するこ

とで被害を軽減できるこ

とを明らかにしました。

本剤のアジサイ斑点細菌

病の適用は、平成

28 年 7 月 20 日付

けで拡大され、県

内のアジサイ生

産者は本技術で

の防除を実践し

ているところで

す。----病害虫係 

県育成品種「ぐんまとろりん」 

春 夏 秋 冬 春
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

病原菌 感染のリスク 発 病

有機銅水和剤 500倍 3回散布 発病軽減

ハウス内 露地での管理 ハウス内 加温・多湿

挿し芽 鉢上げ 開花・出荷

アジサイ斑点細菌病 

５ 

成果の普及 



  

キャベツバーティシリウム萎凋病対策の成果 
～夏秋キャベツの大産地を救った農業技術センターの取り組み～ 

1993 年 7 月、本県嬬恋村の夏秋どりキャベツ

産地で当時県内では未発生であったキャベツバ

ーティシリウム萎凋病の発生が確認され、5 年後

の調査では被害面積は 31ha で年々増加を続けま

した。本病はキャベツの外葉が黄化し、維管束部

が黒褐変する症状を示す土壌病害で、当時は世界

的にも研究事例がほとんどなく、発生生態や防除

に関する知見がないことから、県内キャベツ産地

では萎黄病、根こぶ病に続く第三の難防除土壌病

害となる危険性が高まり、早急な防除対策の確立

が求められました。早速翌年から園芸試験場高冷

地分場（現高冷地野菜研究センター）を中心に対

策技術の研究を開始しました。農薬を用いた防除

法は効果が高い反面、生産コストの増加や環境へ

の負荷が懸念されることから、品種の抵抗性を利

用した研究に絞り、抵抗性育種に向けて夏秋どり

キャベツ F1 品種とこれら F1 品種の育成親とな

った固定種の抵抗性について、大規模な検定試験

を行いました。この結果、栽培品種の中に比較的

強い抵抗性を示すものがあることや、育成親の固

定品種は愛知夏蒔群の「愛知大晩生」や「野崎夏

蒔 3 号」、「広」、また、中野早生群の形質を受

け継ぐ「中野極早生丸」、「改良中野早生」など

が比較的強いことを明らかにしました。この成果

の公表により種苗会社の抵抗性育種が急速に進

み、当センターと雪印種苗株式会社との共同で

「YR 恋豊」、「YR 清美」が育成されました。 

一方、本病の発生要因と耕種的防除の研究では、

栽培時期で 8～9 月どりで発病程度が高く、7 月と

10 月どりで低いことから、発病ほ場では収穫時期

を盛夏期の前後にずらすことで発病を軽減でき

ることを明らかにしました。また、セル成形苗は

初期発病の

抑制効果が

高く、作型

と合わせて

耕種的な防

除方法とし

て産地に提

案 し ま し

た。この他、園芸試験場病害虫係（現農業技術セ

ンター病害虫係）は、嬬恋村の本病発生ほ場に多

数生息するキタネグサレセンチュウについて、本

病の発生を助長することを明らかにするととも

に、本センチュウの対抗植物であるエンバク野生

種をキャベツの作付け前に栽培することで、本病

の発病が軽減されることを明らかにしました。 

これらの研究成果は、県の普及組織、地元農協

が連携して行った現地実証事業等を通じて、産地

の品種選定や栽培方法の改善につながり、本病に

よる産地の被害は小さく抑えることができまし

た。長年に渡る産地との取組は、平成 28 年に農

業技術センターが「キャベツバーティシリウム萎

凋病の診断・対策支援マニュアル」としてまとめ、

発病抑制の指針として産地に情報提供していま

す。 

 

 

 

 

シリーズ 革新技術、育成品種の軌跡 

キャベツバーティシリウム萎凋病 

６ 

■診断・対策支援マニュアル 



令和 2 年度全国農業関係試験研究場所長会研究功労者表彰 

「群馬県に適した水稲・小麦品種の育成と品種選定」 

農業技術センター 主任研究員 大澤 実 

 

農家に喜ばれる いい品種 いい技術 生きた情報発信を目指して 

           

 平成 26年 2月 14日の夕方から翌日にかけて関

東地方では雪が降り続き、群馬県では記録的な大

雪となりました。農業施設の倒壊も相次ぎ、約 2

50 億円の農業被害額となりました。特にハウス農

家の打撃は大きく、高齢化が進んでいる中で再建

が心配されました。その時、農政部長から職員に

「農家がなくなってしまえば、農政部もいらなく

なる」と復旧に向けて頑張るよう力強いメッセー

ジがありました。私はその時の部長の言葉が心に

残り、農家あっての農政部ということを改めて認

識しました。 

以前、私はイチゴを担当していた時、栃木県イ

チゴ研究所に御世話になり、以降も関心を寄せて

います。その研究所発行の情報誌に記憶に残る言

葉がありました。「視察者の数はその試験場のバ

ロメーターである」という言葉です。なるほど、

「女峰」や「とちおとめ」を開発した栃木県イチ

ゴ研究所は全国の注目度も高く、多数の視察者が

あるのは合点が行きました。確かに視察者の数は、

その試験場が

どれだけ農家

のために活躍

しているかを

測るいい指標

だと感じまし

た。それでは、

視察者が大勢来るような試験場になるためには

どうすれば良いか？それには、いい品種、いい技

術を出すことであり、生きた情報を発信すること

です。では、いい品種、いい技術、生きた情報を

発信するためにはどうしたらよいか？それは自

分が今担当する試験課題に対して精一杯向き合

い、謙虚な姿勢で粘り強く取り組むことだと思い

ます。試験課題に向き合うこととは正に農家と向

き合うことだと思うのです。農業技術センター職

員一同、地域の農家が抱える課題に謙虚に向き合

い、関係機関と密接に連携し、将来の農業を見据

えて精一杯努力していきたいと思います。 

 

 

 
 

 

顕著な業績を挙げた研究職員として全国農業

関係試験研究場所長会研究功労者表彰を受彰し

ました。業績の概要は、公益社団法人農林水産

・食品産業技術振興協会のホームページにあり

ます。ぜひ、ご覧下さい。 

 ■全国農業関係試験研究場所長会 
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